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COMPAMED 2023信州大学共同展示ブース 

        出 品 企 業 募 集 のお知らせ（募集要項） 
 
本募集要項は、主に信州メディカル産業振興会会員企業、医療機器に関わる 
長野県内企業にご案内しております。 

 
 
 

  信州大学では、2011年から世界最大の医療機器展示会 MEDICA/COMPAMED に「信州大学ブース」を確保し続け、
連携する企業群と共同出展し企業の海外市場展開を共に推進してきました。 
COVID-19 が蔓延した 2021、2022年には、規制や制約により渡航が難しい企業の為に、日本に居ながら現地展示会の来
訪者とWEB でリアルタイム商談が出来る仕組みを創り上げ、現地参加した企業と共に、信州大学式ハイブリッド商談システムと
して COMPAMED に参加、企業それぞれ新規客先の開拓、受注案件など多くの成果を上げる事ができました。 
本年度も、現地対応型、オンライン対応型の 2 パターンでの募集を行いますので、是非ご参加ください。 

 

1. COMPAMEDの概要 

名 称  COMPAMED 2023（医療機器製造に関する部材・部品・技術に関する商談展示会） 
会 期  2023年 11月 13日(月)～16日(木) 
場 所  Messe Dusseldorf（ドイツ、デュッセルドルフ市内） 
主 催  Messe Dusseldorf  GmbH  https://www.messe-duesseldorf.com/ 
公式サイト  https://www.compamed-tradefair.com/  
過去の実績 
［出展社数］2022年 COMPAMED 700社（ 日本企業の出展者 126 社（MEDICA 81 社、COMPAMED 45 社） 

2021年 COMPAMED:490 社  MEDICA：3,033社（日本企業の出展者 61 社） 
2019年 COMPAMED:800社  MEDICA：5,500社（日本から合わせて 197社） 

［来場者数］ 2022年 81,000人以上（MEDICA, COMPAMED合計） 
          2021年  約 150 か国、46,000 人（MEDICA, COMPAMED合計) 

2019年  約 170 カ国、121,000人（MEDICA, COMPAMED合計） 
※詳細については、「COMPAMED2023出展ご案内」、 「MEDICA/COMPAMED 2022 ファイナルレポート」をご覧ください。 

 
 
2. 信州大学の共同展示ブースの概要 

COMPAMED会場内に、信州大学が独自共同展示ブースを設置します。 
規 模    最大 42㎡（出展者数に応じて変動します。）  

信州メディカル産業振興会会員企業様、長野県内企業様 

https://www.compamed-tradefair.com/
https://compamed.messe-dus.co.jp/exhibitors/information
https://compamed.messe-dus.co.jp/news/newsrelease
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基本設備 展示台(各社 1台)、商談用テーブル＆椅子（共用）、照明、電源（230V）等 
 

 

 

 

 

 

 

（参考）左 COMPAMED 2021 、右 COMPAMED2022 信州大学共同展示ブース 

 

3. 信州大学共同展示ブースへの出品者募集について 

(1) 対象者     対象分野の部品・技術・製品等を取り扱う日本企業 
  (2) 対象分野   電子医療装置・医療技術・医療機器、実験装置、救助及び救急装置、診断器、整形外科技術、病院用装置、 

メディカルＩＴ、サービス等 
  (3) 出品形態   以下の①②のいずれかを選択。 

（新型コロナ感染症拡大等より形態②のみの出品となることがあります） 
①  現地対応型 

現地の展示ブースに担当者を派遣し、バイヤーや来場者に直接対応。 
【出展要件】 
a. 上記(2)の対象分野に関する自社の製品・部品・技術等をブースに展示できること。 
b. 会期中の全日程を通じて展示可能であり、バイヤーや来場者等に対応可能なこと。 
c. バイヤーや来場者等との商談やマーケティングを目的とする事。ブース内での販売、金銭授受、商品受渡は禁止。 
d. 会期中は、対応者を少なくとも１名は常時配置できること。 
e. 安全保障輸出管理上の問題無きこと。 
f. 海外展開を進める経営基盤、計画がある事。 
g. 海外展開の具体性、展示会での成果が見込めそうな事。 
h. 展示会後、成果を信州大学指定の書式で報告する事。 

 
              ② オンライン対応型 

現地の展示台に設置したモニタとWeb会議システムを通じて 
日本からバイヤー等に対応 ※１ 

              ※１ 展示ブースでの PC操作等は、現地のスタッフが担当します。 
【出展要件】 
a. 展示は原則、カタログとパネルのみ。 
b. 会期中の現地時間全日程を通じてリアルタイムでのWEB対応が 

可能であり、バイヤーや来場者等に対応可能なこと。 
c. バイヤーや来場者等との商談やマーケティングを目的とする事。 
d. 会期中は、Web対応者を少なくとも１名は常時配置できること。 
e. 安全保障輸出管理上の問題無きこと。 
f. 海外展開を進める経営基盤、計画がある事。 
g. 海外展開の具体性、展示会での成果が見込めそうな事。 
h. 展示会後、成果を信州大学指定の書式で報告する事。 

 
 
 

来場者 

ヘッドフォン 

モニタ 

日本からオンラインで来
場者に対応 

展示台 

出品形態②のオンライン対応型のイメージ 
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  (4) 出品費用   300,000円（不課税）／１社  （出品形態①②とも同額） 
              信州メディカル産業振興会会員については、展示会終了後、補助金（50,000円）を入金いたします。 

出品費用には、展示台、カタログスタンド、社名版、ライト、電源、オンライン対応の場合はモニタ、PC等が含まれます。 
              展示ブースに設置される共用の商談スペース(テーブル＆椅子)、倉庫等もご利用いただけます。 

②のオンライン参加の場合、現地の PCは信州大学で準備いたします。 
(5) 募集数     ４～５社 

    ※信州大学が連携している医療機器開発関連拠点からも、別枠で最大 2～３社(県外企業中心) 募集しています。  
合わせて最大 7社の日本企業が出品予定。 

 
(6) その他 
［展示物輸送］出品物等の現地までの輸送はすべて自社で負担・手配お願いします。輸送業者は紹介させていただきます。 

海外への技術等の持ち出しに関する安全保障貿易管理については、各社にてご対応をお願いします。  

［航空券・宿泊］航空券・宿泊等は各自で手配,ご負担願います。 

［注意事項］・感染対策等は出展者の責任において行ってください。感染等についての責任は一切負いません。 
・各国、日本等の COVID-19 に関する情勢次第で出展を取りやめる可能性があります。 
・出展取りやめや、現地におけるトラブル等についての損害について責任は負いかねます。 
・お支払い頂いた参加費は、展示会準備に使用済みの場合等、返金できないことがあります。 
・出展社決定後のキャンセルは原則出来ません。 
・本募集要項に記載無き事項は、信州大学が決定いたします。 

4. 出品申込について 
別途、出品申込み書に必要事項を記入の上、件名に「COMPAMED 2023出品申込」と記載のうえ、smia@shinshu-u.ac.jp 

（信州大学学術研究・産学官連携推進機構 URA室）にメールでお申込みください。２営業日以内に受領確認のメールを差し上げます。 

展示方法など、ご質問には都度説明させていただきます、遠慮無くお問い合わせください。 

申込締切日： 2023年４月 27日(木) 17:00 

5. 審査 
申込受付後、申請書及びヒアリングにより参加企業を決定し個別に連絡いたします。 
参加企業決定後、具体的な出展方法や商談方法を説明させていただきます。 

 

6. 申込書送付先・お問合せ先 

信州大学 学術研究・産学官連携推進機構 URA室  担当： 勝俣、高橋 
Tel: 0263-37-3421   Fax:0263-37-3425 
e-mail： smia@shinshu-u.ac.jp 
〒390-8621 長野県松本市旭 3-1-1 
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